
＜報道関係資料＞                            2009 年 1 月 14 日 

                                 株式会社 ミレニアムリテイリング  

株式会社 西武百貨店／株式会社 そごう 

 

０９年度 組織及び主要人事について（2月 1日付） 

 

〔１〕主な組織再編について 

 

 ・ミレニアムリテイリンググループ（ミレニアムリテイリング・西武百貨店・そごう）は、三位一体で、地域（お客さま）に

貢献できる店舗の強化を目的として、「店舗現場重視」のオペレーションに経営システムを変革するとともに、現場

を支える「小さな本部」の実現を目指します。 

 

１）基幹店を軸にした新たな商勢圏オペレーション と 現場を支える小さな本部組織の実現 

 

〔西武百貨店・そごう〕 

・地域での圧倒的な顧客支持を獲得すべく、西武・そごうの法人格を越えた商勢圏での一体運営を実施します。 

   

・基幹店（池袋本店・横浜店・千葉店・神戸店・広島店）を軸とする“商勢圏”を設定し、基幹店が リーダーシップを

とり、経営インフラの共有と営業力の強化を図り、店舗運営をしていく体制になります。又、池袋本店を、改めてグ

ループのフラッグシップとして位置づけるとともに、経営資源を集中させていきます。 

 

＊商勢圏オペレーション 

    ⇒・自社の店舗が、複数配置されている地域での圧倒的顧客支持と購買力を獲得すること。 

   なお、1店舗の勢力の及ぶ範囲は「商圏」であって、「商勢圏」とは異なる。 

 

〔ミレニアムリテイリング〕 

・ミレニアムリテイリング・西武百貨店・そごうの３社は、戦略共有・ブランド独立・人事交流のもと、一体運営を目指し 

ます。 

 

【営業部門】 

・営業本部は解組し、「商品部（ＭＤ統括部を呼称変更）」・「営業企画部」に再編します。 

・「商品部」は顧客ニーズにあわせたＭＤ編成を目指し、商品領域ごとに「衣料品統括部」「雑貨統括部」「食品・テ

ナント部」を新設し、スタッフ部門の商品企画担当と商品業務担当は、新設の「商品統括部」に統合します。 

・「営業企画部」は、「事業開発部」・「営業計画部」・「販売促進部（販促企画部より呼称）」・「構造改善室」にて構成

します。新設の「事業開発部」は、「店舗政策担当」とセブン＆アイ・グループとの取組など新規事業開発を担う

「事業開発担当」で構成し、「営業計画部」は、「マーケティング担当」を新設、マーケティング業務を担います。 

【管理部門】 

・経営企画室に関連事業部と広報室を統合し、「経営企画部」に呼称変更し、店舗現場と直接対応するライン部門

に位置づけます。「関連事業担当」「広報担当」を新設するとともに、「業務改革室」を新設し、店舗現場における  

業務改革活動の推進を担うとともに、本部及び店舗間接業務についても業務改革を推進します。 

・また、ＣＳＲへ取り組む企業姿勢を明確にするために、「ＣＳＲ推進室」を新設します。 



 

２）現場主義の実現に向けた経営システムの刷新 

   ・地域における各店舗の西武百貨店、そごうブランド・商標は維持強化する一方、本部機能の重層化を解消するた

め、西武百貨店とそごうの一体運営による体制整備を行なっていきます。 

  ・又、さらに責任と権限を明確にする為に執行役員制度を導入し、現場への権限移譲と若手幹部育成を図ってまい

ります。 

 

３）池袋本店への経営資源の傾注 

  ・グループのフラッグシップとして池袋本店への経営資源傾注をさらに強化し、「池袋本店構造改善プロジェクト」を

全社プロジェクトに設置し、全社をあげて推進します。 

・又、「人事部」を新設し、要員構造の革新と人材管理の強化をはかるとともに、現場における福利厚生対応の充実

を図ります。とりわけ、育児支援等の女性の労働環境の改善に注力します。 

 

４）現場小集団活動を通じた業務改革の推進 

  ・全社の小集団活動と商品・顧客サービス一体での 業務改革を実践し、すべての活動の起点は「現場＝売場」と

する「現場主義」の徹底を行っていきます。 

 

５）セブン＆アイ・グループとのシナジーを武器にした営業構造改革 

  ・2008年 10月発足の「グループシナジープロジェクト」の活動を本格稼働させ、シナジーを武器に経営革新に挑戦

し、新たな百貨店業態の確立を目指します。 

 

〔２〕各社役員及び主要人事について 

    ＊別紙参照 

   

以   上 

 

 

 

＜お問合せ先＞  ㈱ミレニアムリテイリング 広報室   03-6272-7135 

 


